
目
　
　
　
次

公
　
　
　
告

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
〇
五

○
指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
不
分
明
通
知
（
三
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
〇
五

そ
　
の
　
他

○
山
梨
県
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
〇
七

○
山
梨
県
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
…
…
…
…
…
…
…
…
一
〇
九

公
　
　
　
告

'

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
書
類
は
、
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日
　
平
成
二
十
五
年
二
月
十
四
日

二
　
申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並

び
に
そ
の
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

１
　
名
称
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
山
犬

２
　
代
表
者
の
氏
名
　
石
井
　
亮
有

３
　
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
　
山
梨
県
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
小
立
六
千
七
十
五
番
地
一

４
　
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
広
く
地
域
社
会
に
対
し
て
、
自
然
環
境
の
保
全
、
人
間
社
会
で
生
き
る
動
物
の

愛
護
活
動
を
通
じ
、
人
が
動
物
を
介
し
て
自
然
と
共
生
す
る
社
会
の
構
築
及
び
緊
急
災
害
時
等
に

お
け
る
動
物
の
保
護
活
動
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

三
　
縦
覧
期
間
　
平
成
二
十
五
年
二
月
十
八
日
か
ら
同
年
四
月
十
七
日
ま
で

'

指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
不
分
明
通
知

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十

条
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
相
手
方
の
所
在
が
不
分
明
な
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、

通
知
の
内
容
を
大
月
市
役
所
に
掲
示
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
通
知
の
相
手
方

指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

通
知
の
相
手
方

大
月
市
初
狩
町
中
初
狩
字
山
久
保
二
七
四
〇
、
二
七
四
四
か
山
本
正
雄

ら
二
七
四
七
ま
で

大
月
市
笹
子
町
白
野
字
東
峯
一
〇
七
の
二

村
社
子
神
社

大
月
市
笹
子
町
黒
野
田
字
庭
洞
一
一
一
五

平
井
求

大
月
市
笹
子
町
白
野
字
東
峯
一
〇
六
の
二

寶
林
寺

二
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三
　
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

（一）

立
木
の
伐
採
の
方
法

１
　
主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２
　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び
大
月
市
役
所
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。）

四
　
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
変
更
の
予
定
の
告
示

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
一
日
山
梨
県
告
示
第
十
八
号

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
一
号
　
　
平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
五
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一
〇
五

山
梨
県
公
報
平
成
二
十
五
年

二
月
二
十
五
日

第
二
千
三
百
一
号

月　曜　日



'

指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
不
分
明
通
知

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十

条
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
相
手
方
の
所
在
が
不
分
明
な
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、

通
知
の
内
容
を
大
月
市
役
所
に
掲
示
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
通
知
の
相
手
方

指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

通
知
の
相
手
方

大
月
市
初
狩
町
下
初
狩
字
寒
場
沢
三
八
七
四
（
次
の
図
に
示
近
藤
倭
兄

す
部
分
に
限
る
。）

大
月
市
初
狩
町
下
初
狩
字
寒
場
沢
三
八
七
六
の
二
（
次
の
図
佐
藤
弘
幸

に
示
す
部
分
に
限
る
。）

大
月
市
初
狩
町
下
初
狩
字
寒
場
沢
三
九
〇
〇
の
四
一

佐
藤
洽
子

大
月
市
笹
子
町
吉
久
保
字
梅
久
保
九
一
五
の
二
、
九
一
六
の
三
枝
怜

三
、
九
一
六
の
四
、
九
一
六
の
内
一
、
笹
子
町
白
野
字
矢
下

一
〇
八
七
の
二
、
一
一
一
一
の
二

大
月
市
笹
子
町
白
野
字
コ
ザ
ス
一
一
三
八

小
林
文
夫

大
月
市
笹
子
町
吉
久
保
字
前
沢
八
三
七
の
二

小
林
良
平

大
月
市
笹
子
町
白
野
字
矢
下
一
〇
八
八

天
野
宇
太
郎

大
月
市
笹
子
町
黒
野
田
字
池
ノ
元
一
一
五
二
の
二
、
一
一
五
天
野
健
次
郎

四
の
二

大
月
市
笹
子
町
白
野
字
コ
ザ
ス
一
一
三
七
の
三

天
野
正
隆

大
月
市
笹
子
町
黒
野
田
字
千
万
歳
一
六
一
二
の
一
二

天
野
忍

大
月
市
笹
子
町
白
野
字
白
野
川
向
一
二
四
六

天
野
武
正

二
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三
　
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

（一）

立
木
の
伐
採
の
方
法

１
　
主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２
　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び

大
月
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

四
　
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
変
更
の
予
定
の
告
示

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
一
日
山
梨
県
告
示
第
十
九
号

'

指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
不
分
明
通
知

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十

条
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
相
手
方
の
所
在
が
不
分
明
な
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、

通
知
の
内
容
を
大
月
市
役
所
に
掲
示
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
通
知
の
相
手
方

指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

通
知
の
相
手
方

大
月
市
七
保
町
葛
野
字
正
原
一
四
二
一
（
次
の
図
に
示
す
部
奥
秋
武
夫

分
に
限
る
。）

大
月
市
初
狩
町
下
初
狩
字
寒
場
沢
三
八
七
七

佐
藤
弘
幸

大
月
市
笹
子
町
吉
久
保
字
船
橋
乙
一
一
九

酒
井
良
幸

大
月
市
笹
子
町
黒
野
田
字
米
沢
四
二
七
の
二

天
野
忠
左
ヱ
門

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
一
号
　
　
平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
五
日

一
〇
六



大
月
市
笹
子
町
黒
野
田
字
千
万
歳
一
六
一
二
の
内
四

平
井
文
夫

二
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三
　
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

（一）

立
木
の
伐
採
の
方
法

１
　
次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

大
月
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２
　
そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

３
　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

４
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び

大
月
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

四
　
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
変
更
の
予
定
の
告
示

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
一
日
山
梨
県
告
示
第
二
十
号

そ
　
の
　
他

山
梨
県
議
会
規
則
第
一
号

山
梨
県
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
五
日

山
梨
県
議
会
議
長
　
　
浅
　
　
川
　
　
力
　
　
三
　

山
梨
県
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
議
会
会
議
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
山
梨
県
議
会
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

「
第
十
章
　
公
聴
会
及
び
参
考
人

第
九
十
四
条
　
（
公
聴
会
開
催
の

第
九
十
五
条
　
（
意
見
を
述
べ
よ

第
九
十
六
条
　
（
公
述
人
の
決
定

「
第
十
章
　
秘
密
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
九
十
七
条
　
（
公
述
人
の
発
言

目
次
中
　
　
第
九
十
四
条
　
（
指
定
者
以
外
の
退
場
）

を
　
　
第
九
十
八
条
　
（
議
員
と
公
述
人

第
九
十
五
条
　
（
秘
密
の
保
持
）

」

第
九
十
九
条
　
（
代
理
人
又
は
文

第
百
条
　
（
参
考
人
）

第
十
一
章
　
秘
密
会

第
百
一
条
　
（
指
定
者
以
外
の
退

第
百
二
条
　
（
秘
密
の
保
持
）

手
続
）

う
と
す
る
者
の
申
出
）

））の
質
疑
）

に
、
「
第
十
一
章
」
を
「
第
十
二
章
」
に
、
「
第
九
十
六
条
」
を
「
第
百

書
に
よ
る
意
見
の
陳
述
）

場
）

」

三
条
」
に
、「
第
九
十
七
条
」
を
「
第
百
四
条
」
に
、「
第
九
十
八
条
」
を
「
第
百
五
条
」
に
、「
第
九

十
九
条
」
を
「
第
百
六
条
」
に
、「
第
百
条
」
を
「
第
百
七
条
」
に
、「
第
十
二
章
」
を
「
第
十
三
章
」

に
、「
第
百
一
条
」
を
「
第
百
八
条
」
に
、「
第
百
二
条
」
を
「
第
百
九
条
」
に
、「
第
百
三
条
」
を

「
第
百
十
条
」
に
、「
第
百
四
条
」
を
「
第
百
十
一
条
」
に
、「
第
百
五
条
」
を
「
第
百
十
二
条
」
に
、

「
第
百
六
条
」
を
「
第
百
十
三
条
」
に
、「
第
百
七
条
」
を
「
第
百
十
四
条
」
に
、「
第
百
八
条
」
を

「
第
百
十
五
条
」
に
、「
第
十
三
章
」
を
「
第
十
四
章
」
に
、「
第
百
九
条
」
を
「
第
百
十
六
条
」
に
、

「
第
百
十
条
」
を
「
第
百
十
七
条
」
に
、「
第
百
十
一
条
」
を
「
百
十
八
条
」
に
「
第
百
十
二
条
」
を

「
第
百
十
九
条
」
に
、「
第
百
十
三
条
」
を
「
第
百
二
十
条
」
に
、「
第
百
十
四
条
」
を
「
第
百
二
十
一

条
」
に
、「
第
百
十
五
条
」
を
「
第
百
二
十
二
条
」
に
、「
第
百
十
六
条
」
を
「
第
百
二
十
三
条
」
に
、

「
第
十
四
章
」
を
「
第
十
五
章
」
に
、「
第
百
十
七
条
」
を
「
第
百
二
十
四
条
」
に
、「
第
百
十
八
条
」

を
「
第
百
二
十
五
条
」
に
、「
第
百
十
九
条
」
を
「
第
百
二
十
六
条
」
に
、「
第
百
二
十
条
」
を

「
第
百
二
十
七
条
」
に
、「
第
十
五
章
」
を
「
第
十
六
章
」
に
、「
第
百
二
十
一
条
」
を
「
第
百
二
十
八

条
」
に
、「
第
十
六
章
」
を
「
第
十
七
章
」
に
、「
第
百
二
十
二
条
」
を
「
第
百
二
十
九
条
」
に
、「
第

十
七
章
」
を
「
第
十
八
章
」
に
、「
第
百
二
十
三
条
」
を
「
第
百
三
十
条
」
に
改
め
る
。

第
七
条
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
繰
上
」
を
「
繰
上
げ
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
繰
上
」
を
「
繰
上
げ
」
に
、

「
は
か
つ
て
」
を
「
諮
つ
て
」
に
改
め
る
。
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第
十
七
条
中
「
第
百
十
五
条
の
二
」
を
「
第
百
十
五
条
の
三
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
中
「
は
か
つ
て
」
を
「
諮
つ
て
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
中
「
か
え
る
」
を
「
代
え
る
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
中
「
は
か
つ
て
」
を
「
諮
つ
て
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
中
「
終
ら
な
か
つ
た
」
を
「
終
わ
ら
な
か
つ
た
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
終
つ
た
」
を
「
終
わ
つ
た
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
終
ら
な
い
」
を

「
終
わ
ら
な
い
」
に
、「
は
か
つ
て
」
を
「
諮
つ
て
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
中
「
終
つ
た
」
を
「
終
わ
つ
た
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
第
三
項
中
「
聞
い
て
」
を
「
聴
い
て
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
中
「
は
か
つ
て
」
を
「
諮
つ
て
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
中
「
あ
わ
せ
て
」
を
「
併
せ
て
」
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条
た
だ
し
書
中
「
は
か
つ
て
」
を
「
諮
つ
て
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
第
一
項
中
「
聞
き
」
を
「
聴
き
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
中
「
ま
つ
て
」
を
「
待
つ
て
」
に
改
め
る
。

第
四
十
一
条
及
び
第
四
十
三
条
中
「
終
つ
た
」
を
「
終
わ
つ
た
」
に
改
め
る
。

第
四
十
五
条
第
二
項
中
「
終
る
」
を
「
終
わ
る
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
終
ら
な
か
つ
た
」
を

「
終
わ
ら
な
か
つ
た
」
に
改
め
る
。

第
四
十
九
条
第
一
項
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
る
。

第
五
十
条
第
一
項
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
、「
終
つ
た
」
を
「
終
わ
つ
た
」
に
改
め
、
同
条

第
五
項
中
「
当
つ
て
」
を
「
当
た
つ
て
」
に
改
め
る
。

第
五
十
二
条
中
「
終
つ
た
」
を
「
終
わ
つ
た
」
に
改
め
、
同
条
た
だ
し
書
中
「
終
る
」
を
「
終
わ
る
」

に
改
め
る
。

第
五
十
三
条
第
一
項
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
、「
こ
え
て
」
を
「
超
え
て
」
に
改
め
、
同
条

第
三
項
中
「
当
つ
て
」
を
「
当
た
つ
て
」
に
改
め
る
。

第
五
十
四
条
中
「
こ
え
る
」
を
「
超
え
る
」
に
改
め
る
。

第
五
十
五
条
第
二
項
中
「
は
か
つ
て
」
を
「
諮
つ
て
」
に
改
め
る
。

第
五
十
七
条
中
「
終
ら
な
か
つ
た
」
を
「
終
わ
ら
な
か
つ
た
」
に
改
め
る
。

第
五
十
八
条
第
一
項
中
「
終
つ
た
」
を
「
終
わ
つ
た
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
は
か
つ
て
」
を

「
諮
つ
て
」
に
改
め
る
。

第
六
十
三
条
の
見
出
し
中
「
取
消
」
を
「
取
消
し
」
に
改
め
る
。

第
六
十
七
条
第
一
項
中
「
聞
く
」
を
「
聴
く
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
は
か
つ
て
」
を
「
諮
つ

て
」
に
改
め
る
。

第
七
十
二
条
第
二
項
中
「
第
百
九
条
の
二
第
四
項
」
を
「
第
百
九
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
六
条
中
「
終
つ
た
」
を
「
終
わ
つ
た
」
に
改
め
る
。

第
七
十
七
条
中
「
と
ろ
う
」
を
「
採
ろ
う
」
に
改
め
る
。

第
八
十
条
第
一
項
中
「
と
ろ
う
」
を
「
採
ろ
う
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
と
ら
な
け
れ
ば
」
を

「
採
ら
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
八
十
一
条
第
一
項
中
「
と
る
」
を
「
採
る
」
に
改
め
る
。

第
八
十
六
条
中
「
は
か
る
」
を
「
諮
る
」
に
改
め
、
同
条
た
だ
し
書
中
「
と
ら
な
け
れ
ば
」
を
「
採

ら
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
八
十
七
条
第
一
項
中
「
と
ら
な
け
れ
ば
」
を
「
採
ら
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
と

る
」
を
「
採
る
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
は
か
つ
て
」
を
「
諮
つ
て
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項

中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
、「
と
る
」
を
「
採
る
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
三
条
中
「
は
か
つ
て
」
を
「
諮
つ
て
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
三
十
条
と
す
る
。

第
十
七
章
を
第
十
八
章
と
す
る
。

第
十
六
章
中
第
百
二
十
二
条
を
第
百
二
十
九
条
と
し
、
同
章
を
第
十
七
章
と
す
る
。

第
十
五
章
中
第
百
二
十
一
条
を
第
百
二
十
八
条
と
し
、
同
章
を
第
十
六
章
と
す
る
。

第
十
四
章
中
第
百
二
十
条
を
第
百
二
十
七
条
と
す
る
。

第
百
十
九
条
中
「
取
消
」
を
「
取
消
し
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
二
十
六
条
と
す
る
。

第
百
十
八
条
を
第
百
二
十
五
条
と
し
、
第
百
十
七
条
を
第
百
二
十
四
条
と
し
、
第
十
四
章
を
第
十
五

章
と
す
る
。

第
十
三
章
中
第
百
十
六
条
を
第
百
二
十
三
条
と
し
、
第
百
十
五
条
を
第
百
二
十
二
条
と
し
、
第
百
十

四
条
を
第
百
二
十
一
条
と
す
る
。

第
百
十
三
条
中
「
こ
え
る
」
を
「
超
え
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
二
十
条
と
す
る
。

第
百
十
二
条
を
第
百
十
九
条
と
す
る
。

第
百
十
一
条
中
「
か
わ
つ
て
」
を
「
代
わ
つ
て
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
十
八
条
と
す
る
。

第
百
十
条
を
第
百
十
七
条
と
す
る
。

第
百
九
条
第
二
項
中
「
第
九
十
五
条
」
を
「
第
百
二
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
十
六
条
と
す
る
。

第
十
三
章
を
第
十
四
章
と
す
る
。

第
百
八
条
た
だ
し
書
中
「
は
か
つ
て
」
を
「
諮
つ
て
」
に
改
め
、
第
十
二
章
中
同
条
を
第
百
十
五
条

と
す
る
。

第
百
七
条
を
第
百
十
四
条
と
し
、
第
百
一
条
か
ら
第
百
六
条
ま
で
を
七
条
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十
二

章
を
第
十
三
章
と
す
る
。

第
十
一
章
中
第
百
条
を
第
百
七
条
と
し
、
第
九
十
七
条
か
ら
第
九
十
九
条
ま
で
を
七
条
ず
つ
繰
り
下

げ
る
。

第
九
十
六
条
第
二
項
中
「
は
か
つ
て
」
を
「
諮
つ
て
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
三
条
と
す
る
。

第
十
一
章
を
第
十
二
章
と
す
る
。

第
十
章
中
第
九
十
五
条
を
第
百
二
条
と
し
、
第
九
十
四
条
を
第
百
一
条
と
し
、
同
章
を
第
十
一
章
と
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す
る
。

第
九
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
十
章
　
公
聴
会
及
び
参
考
人

（
公
聴
会
開
催
の
手
続
）

第
九
十
四
条

会
議
に
お
い
て
公
聴
会
を
開
こ
う
と
す
る
と
き
は
、
議
長
は
、
そ
の
日
時
、
場
所
及
び

意
見
を
聴
こ
う
と
す
る
案
件
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
公
示
す
る
。

（
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
の
申
出
）

第
九
十
五
条

公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
文
書
で
あ
ら
か
じ
め
そ
の
理
由

及
び
案
件
に
対
す
る
賛
否
を
、
議
長
に
申
し
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
公
述
人
の
決
定
）

第
九
十
六
条

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
聴
こ
う
と
す
る
利
害
関
係
者
及
び
学
識
経
験
者
等
（
以
下

「
公
述
人
」
と
い
う
。）
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
申
し
出
た
者
及
び
そ
の
他
の
者
の

中
か
ら
、
議
長
が
議
会
運
営
委
員
会
に
諮
つ
て
定
め
、
本
人
に
そ
の
旨
を
通
知
す
る
。

２
　
あ
ら
か
じ
め
申
し
出
た
者
の
中
に
、
そ
の
案
件
に
対
し
て
、
賛
成
者
及
び
反
対
者
が
あ
る
と
き
は
、

一
方
に
偏
ら
な
い
よ
う
に
公
述
人
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
公
述
人
の
発
言
）

第
九
十
七
条

公
述
人
が
発
言
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
議
長
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
発
言
は
、
そ
の
意
見
を
聴
こ
う
と
す
る
案
件
の
範
囲
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

３
　
公
述
人
の
発
言
が
そ
の
範
囲
を
超
え
、
又
は
公
述
人
に
不
穏
当
な
言
動
が
あ
る
と
き
は
、
議
長
は
、

発
言
を
制
止
し
、
又
は
退
席
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
議
員
と
公
述
人
の
質
疑
）

第
九
十
八
条

議
員
は
、
公
述
人
に
対
し
質
疑
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
公
述
人
は
、
議
員
に
対
し
質
疑
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
代
理
人
又
は
文
書
に
よ
る
意
見
の
陳
述
）

第
九
十
九
条

公
述
人
は
、
代
理
人
に
意
見
を
述
べ
さ
せ
、
又
は
文
書
で
意
見
を
提
示
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
た
だ
し
、
議
長
が
特
に
許
可
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
参
考
人
）

第
百
条

会
議
に
お
い
て
参
考
人
の
出
席
を
求
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
議
長
は
、
参
考
人
に
そ
の
日

時
、
場
所
及
び
意
見
を
聴
こ
う
と
す
る
案
件
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
参
考
人
に
つ
い
て
は
、
第
九
十
七
条
（（
公
述
人
の
発
言
））、
第
九
十
八
条
（（
議
員
と
公
述
人

の
質
疑
））
及
び
第
九
十
九
条
（（
代
理
人
又
は
文
書
に
よ
る
意
見
の
陳
述
））
の
規
定
を
準
用
す
る
。

別
表
中
「
第
百
二
十
一
条
」
を
「
第
百
二
十
八
条
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
七
十
二
条
第
二
項
の
改
正
規
定
は
、
地
方

自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
七
十
二
号
）
附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規

定
す
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
三
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
議
会
訓
令
甲
第
一
号

山
梨
県
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
月
二
十
五
日

山
梨
県
議
会
議
長
　
　
浅
　
　
川
　
　
力
　
　
三

山
梨
県
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
三
年
山
梨
県
議
会
訓
令
甲
第
一
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
政
務
活
動
費
の
交
付
に
関
す
る
規
程
　
　

第
一
条
中
「
山
梨
県
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
」
を
「
山
梨
県
政
務
活
動
費
の
交
付
に
関

す
る
条
例
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
号
中
「
第
五
条
第
一
項
前
段
」
を
「
第
六
条
第
一
項
前
段
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
　

「
第
五
条
第
一
項
後
段
」
を
「
第
六
条
第
一
項
後
段
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
五
条
第
二
項
」

を
「
第
六
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
第
六
条
第
一
項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
四
条
を
削
る
。

第
五
条
第
二
項
第
一
号
中
「
調
査
研
究
活
動
記
録
票
」
を
「
政
務
活
動
記
録
票
」
に
改
め
、
同
項
第

二
号
中
「
政
務
調
査
費
支
出
証
明
書
」
を
「
政
務
活
動
費
支
出
証
明
書
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
と

す
る
。

第
六
条
を
第
五
条
と
す
る
。

第
七
条
中
「
政
務
調
査
費
経
理
責
任
者
」
を
「
政
務
活
動
費
経
理
責
任
者
」
に
改
め
、「
政
務
調
査

費
の
」
を
「
政
務
活
動
費
の
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
す
る
。

第
八
条
中
「
第
十
三
条
第
二
項
」
を
「
第
十
二
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
条
と
す
る
。

別
表
第
一
及
び
別
表
第
二
を
削
る
。

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
一
号
　
　
平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
五
日

一
〇
九



山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
一
号
　
　
平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
五
日

一
一
〇



山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
一
号
　
　
平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
五
日

一
一
一

第５号様式（第４条関係）



山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
一
号
　
　
平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
五
日

一
一
二



山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
一
号
　
　
平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
五
日

一
一
三

第６号様式（第４条関係）



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
一
号
　
　
平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
五
日

一
一
四

 


